
No.３１１２
丹沢を南北真二つ・主脈縦走
塔ノ岳(1491㍍)丹沢山(1567㍍)蛭ケ岳(1673㍍)焼山

丹 沢 主 脈 縦 走
実施日 2023年5月12日(金)～13日
(土)
天 候 曇りのち晴れ・雨
リーダー 宮崎 敏男
参加者 佐藤聡美、宮崎敏男 計２

名
費 用 新宿～大倉 902円 焼山～

新宿 1269円 計 2,171円
タイム 5/12 渋沢駅(6:48)大倉 (7:2

0)駒止茶屋 (8 :40)花立
山荘 (10 :50･昼食 )塔ノ
岳 (12 :00)丹沢山 ･みや
ま山荘(13:45)（泊）

5/13 み や ま 山 荘 (6 : 0 0 )蛭
ケ 岳 山 荘 ( 8 : 0 0 ･雨 し
の ぎ 休 憩 1 h ) 蛭 ケ 岳
( 9 : 0 0 )姫 次 ( 1 0 : 4 5 )黍
殻 避 難 小 屋 (11 : 5 0 ･雨
し の ぎ 休 憩 40m )焼 山
(13 : 3 0 )焼 山 BS (15 : 5 0
∼ 1 6 : 3 6 )三 ケ 木 経
由橋本着 (17 :55)

こ ぶ し 会 で 8年 前 主 脈 縦 走 し た
時 は 1 1名 の パ ー テ ィ 、 今 回 は 2
名 。 会 の 高 齢 化 、 会 員 減 少 の 現
状 で は 無 理 も な し 。 で も 一 度 は
歩 い て お き た い 主 脈 縦 走 ！ と 思
う今回の山行の始まりです。
始 発 バ ス は 結 構 な 数 の 登 山 者 。
トレランの人、軽量小型ザックの
人、いずれも日帰りの人ばかり。
塔ノ岳まで約 3時間半の長い（通
称バカ尾根）登山路。が、実は塔
ノ岳まで最短時間のルート、主脈
縦走 の 2日 目 に 脚 を 残 しておきた
い我等にぴったり。
流 石 丹 沢 メ イ ン ル ー ト 、 登 山 路
は 整 備 さ れ 歩 き や す い 。 依 然 空
は曇りだが初々しい若葉の緑が、
目 に 清 々 し く 私 達 の 気 持 ち も 爽
や か に す る 。 平 日 で 休 業 の 茶 屋
を ス ル ー し 給 水 休 憩 を 何 度 か し
て、花立山荘前で昼食。
ユ ニ ー ク 地 名 の 金 冷 や し で 鍋 割
山との道を分かち、そこから 10分
程で塔ノ岳到着。山頂を覆ってい
たガスも消え、この山頂自慢の湘

南の海と街そして東丹沢、西丹沢
の山並みの景観が展望されたのは
ラッキー。恒例、山頂写真は今回
も 2名 、 会 山 行 ら しく ないが慣れ
てきた。今後はこんなものか？
さ あ 。 丹 沢 山 ・ み や ま 山 荘 へ 。
先週も来て、今日また来たという
上品な老山女さんから「きょう頃
から塔ノ岳の先のシロヤシオ見ご
ろですよ」と教えられていたのを
楽しみに先を急ぐ。すれ違う登山
者が「きれいですよ、よかった！」
と楽しげな顔。なるほど、盆栽の

よ う な 枝
ぶ り 良 い
シ ロ ヤ シ
オ の 古 木
が 稜 線 の
両 側 を 埋
め 咲 き 乱
れている。
満 開 に や
や 早 く 、 7
分 ５ 分 咲

がまた良い。何と空に青空がみる
みる広がり真っ白な花とのコント
ラストが絶妙。
午後２時、今日の目的地丹沢山、
みやま山荘着。丹沢山塊唯一の一
等三角点がある丹沢山頂。明日は
終日雨かもしれぬ貴重なひととき
を山頂の憩い。多人数の賑やかさ
はないが、少人数で静かに過ごす
ひ と 時 も 年 寄 り に は い い も の だ
（勝手に決めるな！の声）
山 頂 デ ッ キ に は 他 に 若 者 2組 、
こ れ か ら 大 倉 ま で 下 山 す る と い
う 。 午 後 ３ 時 青 空 は 消 え 黒 雲 現
れる寒い、撤収。
み や ま 山 荘 に は 当 初 素 泊 ま り
の 予 定 で あ っ た が 天 候 悪 化 対
策 な ど で 小 屋 食 付 き に 変 え た 。
評 判 の 食 事 は 鴨 ロ ー ス メ イ ン の
和 洋 食 、 物 静 か な 小 屋 番 さ ん の
もてなしだ。
ビ リ ケ ン 似 の 親 父 さ ん 「 明 日 は
雨 だ か ら 東 野 に 抜 け る の が イ イ
か な 」 の ア ド バ イ ス を 頂 い た 。
夜 半 屋 根 を 叩 く 猛 雨 、 今 の う ち
にもっと降れ。
朝 5時 半 朝 食 、 6時 霧 が 雨 に 変 わ
り 、 雨 中 の 出 発 。 雨 と 霧 に 煙 り
シ ロ ヤ シ オ も 精 彩 な し 。 展 望 が
良 い と 云 う 不 動 峯 も 乳 白 色 の 世



界 、 そ れ ど こ ろ か 風 雨 一 層 強 く
寒 い 。 鬼 が 岩 の 鎖 場 に 足 も と 注
意をこらす。

8 時 蛭 ケ 岳 山 荘
着 。 山 頂 は 後 に
し て コ ー ヒ ー 、
コ コ ア で 休 憩 、
身 体 を 暖 め る 。
超 超 早 め の 昼 食
も 取 っ て し ま う
ことにする。「み
や ま 山 荘 で は 朝
飯 食 べ さ せ て も
ら え な か っ た の
か ね 」 と 山 荘 オ
ヤ ジ さ ん 。 昨 日

は ２ ０ 組 の 内 1 5組 キ ャ ン セ ル で
不 景 気 顔 「 み や ま 山 荘 は 俺 等 だ
けだったよ」と励ました
「こういう日はサッサと歩いて身
体を冷やさないことだ」とアドバ
イスをもらい小屋を後にした。
蛭 が 岳 山 頂 も 主 脈 ・ 主 稜 分 岐 標
識 も 確 か に 踏 み 、 雨 脚 も こ れ 以
上 悪 化 し な い と 判 断 し て 当 初 予
定通り焼山めざす。
山 頂 直 下 の 長 い 木 道 は 多 く の 人
に 踏 ま れ た ザ ラ ツ キ の す べ り 止
めが雨天向き。
昨 日 の あ れ だ
け 多 く の 登 山
者 だ っ た の に
今 日 行 き 交 っ
た の は （ 下 山
迄 ） 3組 だ け 、
何 と も 静 か な
山旅。
実 に 長 い 急 降 下 の 階 段 が 終 わ る
と 一 転 、 地 蔵 平 、 原 小 屋 平 、 姫
次 、 八 丁 坂 の 分 岐 … と ブ ナ 新 緑
に 覆 わ れ た 緩 や か に 下 る （ 水 平
歩 道 と も 思 え る ） 快 適 登 山 路 。
雨 中 に 小 鹿 の 群 れ が 走 り 、 タ ヌ
キ か ア ナ グ マ 親 父 が 我 等 を 気 に
し て 歩 き 去 る 。 何 と も 楽 し い 雨
の山行である事か。

黍 殻 避 難 小 屋 で
( 2 回 目 の ) 昼 食
休 憩 。 暖 か い 飲
み 物 が 有 難 い 。
ザ ッ ク ・ 身 支 度
を あ ら た め 下 山
迄 の 最 終 区 間 に
歩 を 進 め る 。 主

脈 終 点 象 徴 と も い え る 焼 山 は 山
と い う よ り 丘 陵 高 所 み た い な 地
点 だ っ た が 、 到 達 し て 思 わ ず ガ
ッツ。
さ あ 次 は 難 関 危 険 地 点 イ ノ ク ボ
沢 へ の 急 降 下 だ 。 雨 天 で 粘 土 質
混 じ り の ガ レ 場 が 一 層 始 末 悪 か
った。
急 降 下 の 次 は 「 吸 血 ヒ ル が い る
よ ‥ ‥ 雨 の 日 注 意 」（ み や ま 山
荘 Ｈ Ｐ ） の 区 間 だ 。 そ れ ま で 何
も 無 か っ た し 、 き れ い に 整 備 さ
れた石畳路になりすっかり安心。
「 石 畳 は 脚 に キ ツ イ 」 と い う 相
棒の声もあり路肩のラフを歩く。
い よ い よ 西 野 々 の 集 落 入 り 焼

山バスストップ到着。お疲れ様、
お世話様とお互いを労いタッチ。
泥 と 下 草 に ま み れ た 雨 具 を 解 き
ま も な く 来 る バ ス 乗 車 備 え る 。
と ！ 私 の 掌 （ 手 の ひ ら ） が 血 ま
み れ 。 何 こ れ 、 目 の 前 に あ る 手
水 を 借 り 洗 う う ち 気 付 く 「 ヒ ル
だ 、 や ら れ た 」 ズ ボ ン の 裾 を め
く る と 3匹 の ヒ ル が 吸 血 中 … 。
エ タ ノ ー ル で 退 治 ・ 消 毒 、 応 急
処 置 。 あ の 石 畳 区 間 こ そ 一 番 の
危 険 区 間 。 石 畳 は ヒ ル 対 策 だ っ
たのだ。なのに…。
と も あ れ 無 時 下 山 。 橋 本 駅 ま

で バ ス を 乗 り 継 ぎ 今 回 の 山 行 を
終えた。
ほ ん と に ホ ン ト に お 疲 れ 様 で
し た 。

（記・宮崎 敏男）

◎私のひと言 佐 藤 聡 美
無 事 丹 沢 縦 断 縦 走 出 来 た こ と が
嬉しいです。
大 倉 の 尾 根 歩 き は 体 が 重 く て 大
変 し た が 、 み や ま 山 荘 手 前 の シ
ロ ヤ シ オ の 花 々 が 背 中 を 押 し て
くれました。
次 の 日 は あ い に く の 雨 の 中 で し
た が 、 ミ ツ バ ツ ツ ジ の 群 落 や 新
緑 に 染 ま っ た 緩 や か 下 山 道 が 素
晴 ら し く 、 縦 走 し た か い が あ り
ました。
私 は 無 事 、 ヒ ル
に 取 り 憑 か れ る
事 も な く 下 山 で
き 、 足 元 に プ ッ
シ ュ し た ハ ッ カ
が良かったかも。


